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日本共産党の見解を紹介します。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

日本共産党のもとむら伸子参院選挙区

予定候補は11月24日、愛知県医師会を訪

れ、妹尾淑郎会長、大野和美副会長と懇

談しました。

もとむら参院選挙区予定候補との懇談で妹尾会長は、「世界一高い

患者の自己負担を軽減することが必要。保険料滞納者からの保険証

取り上げや、短期保険証の発行はやってはいけない」と語り、「新

制度をつくる場合、財源を明確にしなければならない。負担すべき

人はきちんと負担して、払えない人には国が支援するとはっきり主

張すべき」と語りました。

もとむら予定候補は「私たちは所得や資産などの能力に応じて負担

し、給付は平等に保障する応能負担型の医療制度に転換するよう提

案しています」と党の政策を説明すると、大野副会長は「なるほど」

と納得しました。

○後期高齢者医療制度はただちに廃止を。

○窓口負担ゼロをめざし、まずは子どもとお年寄りの医

療費を無料に。

○医師・看護師を計画的に増員して医療体制を立て直す。

●真実がわかる 明日が見える―「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。（日刊紙2900円/日曜版800円）


